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　滋賀銀行は、環境を主軸とするＣＳＲ（企業

の社会的責任）の追求を「銀行経営の要諦」

と位置づけ、「クリーンバンクしがぎん」を合言

葉に、経営に環境を取り込んだ「環境経営」を

展開しています。�

　「クリーン」に込めた思いは、①省資源・省

エネルギーの「エコオフィスづくり」②環境対

応型金融商品・サービスの開発、提供による

地域への環境保全活動への働きかけ③倫理

観の強い行員づくり④透明度の高い情報開

示―であり、その実現に取り組んでおります。�

　一方、社会福祉法人しがぎん福祉基金が、

滋賀県内で展開される実験的、開拓的な福

祉活動に毎年助成するなど、地域福祉の向

上に努めるとともに、関連会社のしがぎん経済

文化センターを通じて地域文化の振興にも努

めております。�

　これらの活動を一層充実、強化するため、頭取

を委員長とする「ＣＳＲ委員会」を設置（平成16

年4月）し、同委員会を中心に、お客さま・株主・地

域社会の皆さまに役職員を加えた全てのステー

クホルダー（利害関係者）に対し、社会的責任を

果たすことで、「ＣＳＲのしがぎん」の確立に努め

てまいります。�
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　当行が果たすべき社会的責任を一層明確にす

るため、行是である「自分にきびしく　人には親切

社会につくす」（昭和41年制定）の精神を原点とす

る「CSR憲章（経営理念）」を平成19年4月1日制定

しました。�

　このＣＳＲ憲章は①顧客の信頼と期待に応える

ための「地域社会との共存共栄」②当行役職員

一人ひとりの人権や個性を尊重する「役職員との

共存共栄」③琵琶湖畔に本拠を置く企業の社会

的使命として環境経営を実践する「地球環境との

共存共栄」の3項目からなります。また、憲章に込

められた精神を体現するための具体的指針「滋賀

銀行の行動規範」

を策定しました。

（P25参照）�

　ＣＳＲ憲章の制

定は地方銀行で

は初めての取り組

みであり、今後、当

行役職員全員が

その精神の実現

に向け、全力をあ

げて取り組んでま

いります。�
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